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■県連合会経営支援Letter ２～３頁
・販路開拓研究会
・第２回経営支援アドバイザー養成研修会
・労働環境対策事業採択委員会
・近畿ブロック商工会 交流研修会・主張発表大会
・第２回研修会（同友会）
・労働環境対策委員会（県青連）

■あなたのまちの元気な企業（佐用町） ４頁
■商工会Letter ５～６頁

・円心モロどんスタンプラリー（上郡町商工会）
・きらっと北摂フェスティバル開催（三田市商工会）
・ 神戸市にチャレンジショップオープン！（新温泉町商工会）
・ 「第十一回まっせまつり」＆「銀の馬車道交流館

まつり」開催（神河町商工会）
・ 外湯めぐりは「ゆかたクレジット」で（豊岡市商

工会城崎支所）
・SHIFT講習とスナッグゴルフ体験講習（市川町商工会）
・ 中小企業振興のための金融・技術支援研修生の受入れ
（朝来市商工会）

・ 猪名川町土産「猪鹿鳥」三点セットはるさめ誕生
（猪名川町商工会）

　
平
谷
製
麺
所
は
、
佐
用
町
に
あ
る
。
こ
の
町
の
Ｂ

級
グ
ル
メ
「
ホ
ル
モ
ン
焼
う
ど
ん
」
に
欠
か
せ
な
い

特
製
う
ど
ん
を
製
造
し
て
い
る
。

　
事
業
主
の
平ひ
ら

谷た
に

知ち

佐さ

衣え

氏
は
三
代
目
。
娘
た
ち
と

協
力
し
な
が
ら
麺
を
製
造
し
、
町
内
十
店
舗
余
り
の

ホ
ル
モ
ン
焼
う
ど
ん
店
の
ほ
と
ん
ど
に
卸
し
て
い

る
。

　
昨
年
度
の
台
風
九
号
に
よ
る
水
害
で
、
事
業
所
、

自
宅
と
も
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
が
、
卸
先
や
周

囲
の
人
び
と
の
励
ま
し
も
あ
り
、
三
週
間
で
営
業
を

再
開
し
た
。

　
現
在
も
、
味
に
こ
だ
わ
っ
た
麺
を
作
り
続
け
て
い

る
。 

（
関
連
記
事
　
四
ペ
ー
ジ
）

�
�
�
�
焼
�
�
�

�
�
�
�
�
麺

商工会は行きます 聞きます 提案します
平成22年度スローガン

～商工会法施行50周年～

▲事業所外観、奧の作業場では、多いときで一日二千食が作られている
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県
連
合
会
は
、
九
月
二
十
八
日
、

県
内
商
工
会
地
域
で
開
発
さ
れ
た
特

産
品
の
販
路
開
拓
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
研
究
を
行
う
「
販
路
開
拓
研
究

会
（
勉
強
会
）」
を
開
催
し
た
。

出
席
者
は
、大
学
教
授
、専
門
家
、

商
工
会
職
員
等
三
十
二
名
。
県
立
大

学
経
営
学
部
・
池
田
敦
教
授
を
座
長

と
し
、
各
地
区
か
ら
特
産
品
の
コ
ン

セ
プ
ト
や
課
題
な
ど
の
報
告
を
受

け
、
有
効
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略

を
検
討
し
た
。

協
議
の
中
で
、
商
工
会
か
ら
、
商

品
の
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
重
要
さ
、

ブ
ー
ム
が
去
っ
た
後
の
対
策
等
に
つ

い
て
の
課
題
が
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。

ま
た
、
専
門
家
か
ら
は
、
他
の
同

類
商
品
と
の
差
別
化
や
商
品
開
発
に

係
る
地
域
色
の
重
要
性
、
消
費
者
目

線
に
よ
る
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
や
ネ
ッ

ト
活
用
の
工
夫
等
の
ア
ド
バ
イ
ス
が

あ
っ
た
。

第
一
回
目
の
今
回
は
、
個
々
の
商

品
に
対
し
て
今
後
の
マ
ー
ケ
テ
イ
ン

グ
の
方
向
性
を
示
唆
す
る
た
め
の
結

論
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
特
産

品
に
対
す
る
職
員
の
意
識
改
革
・
販

路
開
拓
へ
の
ヒ
ン
ト
を
掴
ん
だ
も
の

と
期
待
さ
れ
る
。

　
県
連
合
会
は
、
九
月
十
七
日
、
県

商
工
会
館
に
お
い
て
労
働
環
境
対
策

事
業
の
二
次
募
集
に
係
る
採
択
審
査

会
を
開
催
し
た
。

　
当
日
は
、
県
下
商
工
会
か
ら
の
追

加
要
望
事
業
に
つ
い
て
審
査
、
若
干

の
助
成
金
額
の
変
更
は
あ
っ
た
が
、要

望
さ
れ
た
十
三
事
業
は
採
択
さ
れ
た
。

　
本
事
業
は
三
年
目
で
あ
り
、
委
員

か
ら
は
、
毎
年
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て

は
い
る
が
、
成
果
の
検
証
が
必
要
で

あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、

こ
の
事
業
を
実
り
多
い
も
の
に
す
る

た
め
に
「
事
業
を
や
っ
た
」
で
は
な

く
、「
次
年
度
に
ど
う
発
展
さ
せ
て

い
く
か
」
を
、
職
員
が
よ
く
捉
え
て

つ
な
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ

れ
を
ノ
ウ
ハ
ウ
と
し
て
、
よ
り
信
頼

さ
れ
る
商
工
会
に
な
っ
て
欲
し
い
と

発
言
が
あ
っ
た
。

ひょうご「企業の森づくり」
環境への貢献のため、森林整備をお考えの企業や団体等の皆様の
お手伝いをします。

●活動フィールドの斡旋
●森林整備についての助言・提案・技術指導
●施業委託先の紹介

◆お問い合わせは◆

(社)兵庫県緑化推進協会
〒650-0012
神戸市中央区北長狭通5-5-18　県林業会館内
TEL 078-341-4070／FAX 078-341-4071

兵庫県農政環境部 環境創造局 豊かな森づくり課
〒650－8567
神戸市中央区下山手通5-10-1
TEL 078-362-3144／ FAX 078-362-3954

　
県
連
合
会
は
、
九
月
二
十
一

～
二
十
二
日
に
福
崎
町
・
中
小

企
業
大
学
校
関
西
校
で
第
二
回

経
営
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成

研
修
会
を
開
催
し
た
。

　
本
研
修
会
は
全
三
回
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
計
画
し
て
お
り
、

今
回
は
農
商
工
連
携
支
援
等
に

よ
る
経
営
支
援
体
制
の
強
化
を

図
る
た
め
に
、
各
種
支
援
事
業

の
概
要
に
つ
い
て
学
び
、
実
例

企
業
の
ケ
ー
ス
か
ら
提
案
を
作

り
上
げ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

し
た
。

　
講
師
と
し
て
、
山
本
経
営
労

務
サ
ポ
ー
ト
代
表
・
山
本
義
明

氏
、
ア
ナ
ダ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ

ン
タ
ー
代
表
・
穴
田
喜
代
嗣

氏
、（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構
近
畿
支
部
事
業
承
継

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
上
宮
克

己
氏
を
招
い
た
。
ま
た
農
商
工

連
携
に
取
り
組
ん
で
い
る
㈱
本

田
商
店 

代
表
取
締
役
社
長
・

本
田
眞
一
郎
氏
よ
り
「
播
州
御

津
の
神
力
米
を
使
用
し
た
糖
類

無
添
加
梅
酒
と
純
米
大
吟
醸
酒

の
開
発
販
売
」
に
つ
い
て
の
事

例
紹
介
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
研
修
で
は
施
策
の
説
明

だ
け
で
な
く
、
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
を
通
し
て
具
体
的
に
シ
ー

ト
作
成
の
技
法
等
を
学
ぶ
こ
と

に
よ
り
、
活
用
で
き
る
ス
キ
ル

を
習
得
で
き
た
。
加
え
て
、
実

際
に
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

事
業
所
か
ら
地
域
活
性
化
の
ア

イ
デ
ィ
ア
や
苦
労
話
を
聞
き
、

参
考
に
な
っ
た
と
い
う
意
見
が

多
く
あ
っ
た
。

各種支援メニューの活用を図る
～第２回経営支援アドバイザー養成研修会～

▲�グループごとに提案に
関するシートを作成

▲各地の特産品のマーケティング戦略を検討

11月は適正計量を推進する月間です

兵庫県産業労働部産業振興局工業振興課　（電話 078-362-3344）

食料品製造・販売業の皆様、
商品の内容量表示を今一度お確かめ下さい。

商品に、正しく計量された内容量が表示されていますか？
食品の表示は、消費者が商品を選択する上でなくてはならないものです。
消費者が安心して買い物が出来るよう、正しい計量に努めてください。

特
産
品
の

販
路
開
拓
を
検
討

～
販
路
開
拓
研
究
会
（
勉
強
会
）～

十
三
事
業
を
追
加
採
択

～
労
働
環
境
対
策
事
業
　
採
択
審
査
会
～

※　特集コーナーは11月５日から開設されます。
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◆◇ 

青
年
部

　
九
月
二
日
～
三
日
に
か
け
京
都

市
に
お
い
て
、「
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

商
工
会
青
年
部
交
流
研
修
会
・
主

張
発
表
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
近

畿
各
府
県
青
年
部
員
ら
二
百
十
名

が
出
席
、
兵
庫
県
か
ら
は
二
十
六

名
が
出
席
し
た
。

　
当
日
は
、
七
名
の
各
府
県
代
表

に
よ
る
主
張
発
表
大
会
が
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
青
年
部
活
動
や
地
域

振
興
等
に
つ
い
て
表
現
力
豊
か
に
、

且
つ
、
力
強
く
発
表
が
行
わ
れ
た
。

　
本
県
か
ら
は
、
豊
岡
市
商
工
会

青
年
部
・
北
村
元
気
氏
が
代
表
と

し
て
参
加
。
仲
間
で
手
を
取
り
合

え
ば
出
来
る
事
が
あ
り
、
そ
れ
を

教
え
て
く
れ
た
の
が
青
年
部
で
あ

る
と
発
表
を
行
っ
た
。

　
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
最
優
秀

賞
は
福
井
県
代
表
・
土
橋
崇
司

氏
、
優
秀
賞
は
京
都
府
代
表
・
市

田
雅
哉
氏
、
優
良
賞
に
は
兵
庫
県

代
表
・
北
村
元
気
氏
が
そ
れ
ぞ
れ

受
賞
し
た
。
土
橋
氏
は
、
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
の
代
表
と
し
て
、
十
一
月

二
十
五
日
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ

る
全
国
大
会
に
出
場
す
る
。

　
ま
た
、
そ
の
他
フ
ァ
イ
テ
ン
株

式
会
社 

代
表
取
締
役 

平
田
好
宏

氏
よ
り
、「
考
え
る
よ
り
、
即
行

動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
～
フ
ァ
イ

テ
ン
に
み
る
成
功
と
躍
進
の
核

～
」
と
題
し
講
演
が
行
わ
れ
た
。

◆◇ 

女
性
部

　
九
月
二
十
八
日
～
二
十
九
日
に

か
け
、
大
阪
市
に
お
い
て
「
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流

会
・
主
張
発
表
大
会
」
が
開
催
さ

れ
、三
百
六
十
六
名
が
出
席
、兵
庫

　
県
商
工
青
年
同
友
会
（
島
垣
晃
会

長
）
は
、
九
月
十
五
～
十
六
日
、
第

二
回
研
修
会
を
開
催
し
、
十
六
名
が

参
加
し
た
。

　
研
修
は「
沼
島
の
歴
史
を
訪
ね
る
」

と
題
し
、
人
口
約
六
百
人
、
一
周
約

十
キ
ロ
の
島
、沼
島（
南
あ
わ
じ
市
）

を
視
察
し
た
。

　
沼
島
は
淡
路
島
本
島
と
は
全
く
性

質
の
違
う
結
晶
片
岩
（
変
成
岩
の
一

種
）
で
出
来
て
お
り
、
貴
重
な
奇
岩

や
岩
礁
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
地
質
学
的
に
も
宝
石
の
よ

う
な
島
で
あ
る
。

　
参
加
者
は
、
沼
島
の
シ
ン
ボ
ル
的

存
在
の
＂
上
立
神
岩
（
か
み
た
て
が

み
い
わ
）＂
や
鎌
倉
時
代
の
武
将
・

梶
原
景
時
の
墓
と
伝
え
ら
れ
る
梶
原

五
輪
塔
な
ど
を
巡
り
、
沼
島
の
歴
史

に
触
れ
た
。

主な行事予定
11
月
の
こ
よ
み

９
日
㊋
　
監
事
会

13
日
㊏
～�

14
日
㊐
商
工
会
等
職

員
昇
格
試
験（
面
接
）

17
日
㊌
　�

経
営
支
援
研
修
会（
基
礎
②
）

22
日
㊊
　�

第
２
回
人
事
管
理
委
員
会

25
日
㊍
　
青
年
部
県
外
研
修

　
　
　
　
女
性
部
県
外
研
修

26
日
㊎
　�

商
工
会
法
施
行
50
周
年
記
念

式
典
・
商
工
会
全
国
大
会

27
日
㊏
～�

29
日
㊊
　
全
国
物
産
展

12
月
の
こ
よ
み

７
日
㊋
　�

地
域
資
源
活
用
・
農
商

工
連
携
セ
ミ
ナ
ー

10
日
㊎
　�

会
計
ソ
フ
ト
実
務
能
力
試
験

16
日
㊍
　
理
事
会

21
日
㊋
　�

第
３
回
経
営
支
援
Ａ
Ｄ

養
成
研
修
会

貯めて、使える。

県
か
ら
は
四
十
四
名
が
出
席
し
た
。

　
当
日
は
、
各
府
県
代
表
に
よ
る

主
張
発
表
大
会
が
行
わ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
に
つ
い
て
活
き
い
き

と
発
表
が
行
わ
れ
た
。
本
県
か
ら

は
、
芦
屋
市
商
工
会
女
性
部
・
嶺

山
洋
子
氏
が
代
表
と
し
て
参
加
、

女
性
部
活
動
と
思
い
に
つ
い
て
、

発
表
を
行
っ
た
。

　
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
最
優
秀

賞
は
滋
賀
県
代
表
・
扇
子
美
智
子

氏
、
優
秀
賞
は
福
井
県
代
表
・
円

道
藤
子
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し

た
。
扇
子
氏
は
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

の
代
表
と

し
て
、十
一

月
二
十
五

日
に
茨
城

県
で
開
催

さ
れ
る
全

国
大
会
に

出
場
す
る
。

　
県
青
年
部
連
合
会
（
霞
末
浩
二
会

長
）
は
、
九
月
二
十
一
日
、
県
商
工

会
館
で
、
労
働
環
境
対
策
委
員
会
を

開
催
し
た
。

　
同
委
員
会
は
、
本
年
度
県
青
連
と

し
て
労
働
環
境
対
策
事
業
に
取
り
組

む
た
め
組
織
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

県
青
連
全
役
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
当
日
は
、
霞
末
会
長
を
委
員
長
と

し
、
次
の
三
議
案
を
審
議
し
た
。

一
、 

県
青
連
労
働
環
境
対
策
事
業
に

つ
い
て

二
、 

対
象
事
業
所
選
定
並
び
に
実
施

方
法
に
つ
い
て

三
、 

調
査
委
託
先
の
決
定
に
つ
い
て

　
審
議
の
結
果
、
取
り
組
む
事
業
は

Ｎ
Ｒ
Ｃ
Ｓ
社
内
コ
ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン

▲沼島の歴史に触れる参加者

県
青
連
労
働
環
境
対
策
事
業
を
検
討

〜
労
働
環
境
対
策
委
員
会
〜

第
二
回
研
修
会
を
開
催

商
工
青
年
同
友
会

診
断
（
厚
生
労
働
省
方
式
）
と
Ｃ
Ｕ

Ｂ
Ｉ
Ｃ
診
断
と
し
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
協

議
会
で
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
対
象
事
業
所
選
定
並
び
に

実
施
方
法
に
つ
い
て
は
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
で
検
討
す
る
事
と
し
、
調
査
委
託

先
は
、
兵
庫
県
で
唯
一
Ｎ
Ｒ
Ｃ
Ｓ
の

認
定
診
断
員
で
あ
る
社
会
保
険
労
務

士
畑
中
伸
介
氏
に
委
託
す
る
こ
と
に

決
定
し
た
。

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
　
交
流
研
修
会
・
主
張
発
表
大
会

▲発表をする峰山氏
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事
業
所
概
要

　
Ｊ
Ｒ
佐
用
駅
前
商
店
街
に
事
業
所

を
構
え
る
平
谷
製
麺
所
は
、
昭
和
二

十
三
年
の
創
業
以
来
、
う
ど
ん
や
中

華
そ
ば
を
町
内
の
食
料
品
店
や
飲
食

店
に
卸
し
て
き
た
。
現
在
は
、
三
代

目
の
平
谷
知
佐
衣
氏
が
代
表
者
と
し

て
事
業
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

　
佐
用
町
は
、
Ｂ
級
グ
ル
メ
「
ホ
ル

モ
ン
焼
う
ど
ん
」
で
有
名
で
、
町
内

に
十
店
舗
余
り
の
ホ
ル
モ
ン
焼
う
ど

ん
店
が
存
在
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
店

の
ほ
と
ん
ど
で
平
谷
製
麺
所
の
麺
が

使
用
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ル
モ
ン
や
野

菜
の
う
ま
み
を
吸
い
、
な
お
か
つ
麺

が
べ
と
つ
か
な
い
、と
好
評
で
あ
る
。

苦
難
を
越
え
て

　
二
代
目
の
順
三
氏
の
時
代
に
、
ホ

ル
モ
ン
焼
う
ど
ん
が
マ
ス
コ
ミ
に
取

り
上
げ
ら
れ
て
脚
光
を
浴
び
、
京
阪

神
間
か
ら
の
顧
客
が
増
加
。
そ
れ
に

伴
い
、
麺
の
製
造
も
大
幅
に
増
加
し

て
い
っ
た
。

　
現
事
業
主
の
知
佐
衣
氏
は
、
娘
た

ち
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
事
業
を
切

り
盛
り
し
て
い
る
。不
幸
な
こ
と
に
、

二
代
目
の
順
三
氏
が
急
逝
し
た
た

め
、
知
佐
衣
氏
は
、
十
分
に
レ
シ
ピ

や
製
造
工
程
を
引
き
継
げ
な
か
っ
た

と
い
う
。
最
初
は
、
順
三
氏
が
や
っ

て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
慣

れ
な
い
作
業
を
続
け
て
き
た
が
、
努

力
の
甲
斐
も
あ
り
、
今
で
は
以
前
に

負
け
な
い
品
質
を
生
み
出
し
、
昔
か

ら
付
き
合
い
の
あ
る
ホ
ル
モ
ン
焼
う

ど
ん
店
に
も
認
め
ら
れ
る
ほ
ど
に

な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
事
業
を
続
け
て
い
る

最
中
、
昨
年
八
月
九
日
に
兵
庫
県
西

部
を
襲
っ
た
大
水
害
に
よ
り
、
製
麺

所
も
隣
接
し
た
自
宅
も
、
一
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
浸
水
と
な
っ
た
。
機
械

類
も
水
没
し
途
方
に
暮
れ
て
い
た

が
、「
あ
ん
た
と
こ
の 

う
ど
ん
が
な

か
っ
た
ら
、
店
が
開
け
ら
れ
へ
ん
」

と
い
う
取
引
先
の
励
ま
し
や
、
泥
か

き
な
ど
の
人
的
な
応
援
も
あ
り
、
約

三
週
間
で
店
を
再
開
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　
そ
の
後
、
ホ
ル
モ
ン
焼
き
う
ど
ん

店
も
次
々
再
開
。
被
災
し
疲
れ
き
っ

て
い
た
町
民
の
胃
を
満
た
し
、
心
の

支
え
と
な
っ
た
。

こ
だ
わ
り
の
う
ど
ん

　「
昔
か
ら
変
わ
り
の
な
い
味
。
混

ぜ
物
は
せ
ず
、
い
い
も
の
を
作
っ
て

い
き
た
い
」
と
知
佐
衣
氏
。「
焼
う

ど
ん
も
よ
い
が
、
ぜ
ひ
一
度
、
釜
揚

げ
で
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」

　
こ
だ
わ
り
の
う
ど
ん
は
、
多
い
時

で
、
一
日
二
千
食
分
が
作
ら
れ
、
ほ

と
ん
ど
が
町
内
の
事
業
所
に
卸
さ
れ

る
。
ま
た
、
事
業
所
内
で
一
般
向
け

販
売
（
一
玉
七
十
円
）
も
行
っ
て
い

る
た
め
、
買
い
に
来
る
人
も
多
い
。

自
家
製
の
ホ
ル
モ
ン
焼
う
ど
ん
用
つ

け
ダ
レ
の
開
発
販
売
も
手
掛
け
て
お

り
、
町
民
に
喜
ば
れ
て
い
る
。

商
工
会
に
期
待
す
る
こ
と

　
昨
年
の
水
害
の
あ
と
、「
が
ん
ば

ろ
う 

佐
用
町
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

皆
で
頑
張
っ
て
き
た
。
Ｂ
級
グ
ル
メ

が
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
今
、
ホ
ル

モ
ン
焼
う
ど
ん
を
Ｐ
Ｒ
し
、
町
外
か

ら
人
を
呼
び
込
む
こ
と
で
、
佐
用
町

の
活
気
を
取
り
戻
し
て
い
け
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
佐
用
町
に
人
を
呼
び
込
む
に
は
仕

掛
け
が
必
要
。
今
は
、
佐
用
町
商
工

会
青
年
部
等
が
町
外
に
向
け
て
積
極

的
に
「
ホ
ル
モ
ン
焼
う
ど
ん
」
の
Ｐ

Ｒ
を
各
地
で
実
施
し
て
お
り
、
非
常

に
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
る
と
の
こ

と
。

　
事
業
所
・
商
工
会
・
行
政
が
力
を

合
わ
せ
て
、
佐
用
の
元
気
を
取
り
戻

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

あ
な
た
の
ま
ち
の
元
気
な
企
業
㉒

平
谷
製
麺
所

～
佐
用
町
～

企業概要
①企業名　平谷製麺所
②代表者　平谷　知佐衣
③住所　　佐用郡佐用町佐用₂₉₀₃︲₃
④TEL　　����₀₇₉₀︲₈₂︲₂₁₅₈
　FAX　　�₀₇₉₀︲₈₂︲₂₁₅₈
⑤創業年　昭和₂₃年
⑥従業員　２人

兵庫県信用保証協会 
神戸市中央区浪花町62番地の１ 

　078(393)3900（代表） 

さらにアップ 

▲作業場の様子　大きな釜で手際よくうどんがゆでられる

▲町内のホルモン焼きうどん店を紹介するマップ
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上
郡
町
商
工
会（
小
河
清
之
会
長
）

で
は
、
十
一
月
一
日
か
ら
来
年
一
月

十
六
日
に
か
け
て
「
円
心
モ
ロ
ど
ん

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
開
催
す
る
。

　
こ
の
「
円
心
モ
ロ
ど
ん
」
は
、
緑

黄
色
野
菜
の
中
で
も
極
め
て
栄
養
価

が
高
い
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
入
り
の
う
ど
ん

で
、
同
町
商
工
会
の
む
ら
お
こ
し
事

業
に
よ
り
約
十
五
年
前
に
誕
生
。「
円

心
」
は
南
北
朝
時
代
、
上
郡
を
拠
点

に
活
躍
し
た
戦
国
武
将
・
赤
松
円
心

に
ち
な
ん
だ
も
の
。

　
今
回
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
、
町

内
は
も
と
よ
り
町
外
か
ら
も
足
を
運

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
、
誰
も
が
知

る
上
郡
の
逸
品
に
育
て
た
い
と
の
思

い
か
ら
企
画
さ
れ
た
。
町
内
の
飲
食

店
に
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま

で
扱
っ
て
い
な
か
っ
た
お
店
な
ど
の

賛
同
も
得
て
、
予
想
を
超
え
る
十
五

店
が
参
加
。
メ
ニ
ュ
ー
も
、
オ
ー
ソ

ド
ッ
ク
ス
な
も
の
か
ら
本
格
カ
レ
ー

に
よ
る
つ
け
麺
、
牛
筋
玉
う
ど
ん
、

揚
げ
麵
、
モ
ロ
ど
ん
の
海
苔
巻
き
な

ど
、
創
作
料
理
も
含
め
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
む
。

　
ノ
ボ
リ
や
チ
ラ
シ
等
の
題
字
は
、

「
筆
文
字
職
人
」
と
し
て
売
り
出
し

中
の
堀
之
内
哲
也
氏
（
オ
フ
ィ
シ
ャ

ル
サ
イ
トhttp://tetsu-ya.jp

）
に

依
頼
。
十
一
月
十
四
日
の
「
第
二
十

一
回
商
工
ま
つ
り
」
に
は
同
氏
を
招

聘
し
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。

ふ
れ
あ
い
の
祭
典
　「
き
ら
っ
と

北
摂
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
開
催

～
三
田
市
商
工
会
～

　
十
月
十
六
日
～
十
七
日
に
か
け

て
、
三
田
市
・
有
馬
富
士
公
園
に
お

い
て
、「
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
﹃
き
ら
っ

と
☆
北
摂
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
﹄」
が

開
催
さ
れ
た
。
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
毎

年
、
県
内
十
県
民
局
単
位
で
持
ち
回

り
開
催
し
て
お
り
、
今
回
は
阪
神
地

域（
三
田
・
宝
塚
・
伊
丹
・
川
西
市
、

猪
名
川
町
）
で
つ
く
る
実
行
委
員
会

が
主
催
。音
楽
や
踊
り
の
ス
テ
ー
ジ
、

各
地
域
の
名
物
の
出
店
な
ど
が
行
わ

れ
、
訪
れ
た
家
族
連
れ
な
ど
約
五
万

人
が
多
彩
な
催
し
を
楽
し
ん
だ
。

　
三
田
市
商
工
会
で
は
、
三
田
栗
を

使
用
し
た
栗
も
ち
の
試
作
品
を
無
料

配
布
。
三
種
類
の
試
作
品
を
一
セ
ッ

ト
と
し
、
両
日
五
十
セ
ッ
ト
を
配
布

し
た
。
ま
た
、
青
年
部
は
三
田
肉
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
「
三
田
地

場
ー
ガ
ー
」
を
販
売
。
会
場
で
は
大

人
気
と
な
り
、
す
ぐ
に
完
売
と
な
っ

た
。神

戸
市
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

オ
ー
プ
ン
！

～
新
温
泉
町
商
工
会
～

　
十
月
八
日
、
湯
村
温
泉
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
が
神
戸
市
の
ト
ア

ロ
ー
ド
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
こ
れ
は
、
今
年
度
、
温
泉
町
商
工

会
（
十
月
一
日
に
合
併
し
、
現
在
は

新
温
泉
町
商
工
会
）
が
取
り
組
ん
で

い
る
「
本
気
で
が
ん
ば
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
　
成
果
が
み
え
る
～

ひ
ょ
う
ご
湯
村
温
泉
、
但
馬
地
域
活

性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
。
県

の
公
募
提
案
型
重
点
分
野
雇
用
創
造

事
業
に
採
択
さ
れ
て
い
る
。

　
シ
ョ
ッ
プ
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
採

用
さ
れ
た
十
三
名
の
店
員
が
そ
れ
ぞ

れ
プ
ラ
チ
ナ
販
売
員
を
目
指
し
、

Ｏ
ｆ
ｆ
Ｊ
Ｔ
で
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
、

簿
記
、
販
売
士
等
、
必
要
な
資
格
取

得
に
向
け
て
研
修
を
積
ん
で
き
た
。

　
今
後
は
、
湯
村
温
泉
を
は
じ
め
と

す
る
但
馬
地
域
の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
販

売
す
る
と
と
も
に
、
但
馬
地
域
の
観

光
情
報
を
発
信
し
て
い
く
予
定
。

「
第
十
一
回
ま
っ
せ
ま
つ
り
」
＆

「
銀
の
馬
車
道
交
流
館
ま
つ
り
」
開
催

～
神
河
町
商
工
会
～

　
神
河
町
商
工
会（
堀
口
勝
久
会
長
）

は
、
九
月
十
二
日
（
日
）、「
ま
ち
な

み
街
道
広
が
れ
広
が
れ
　
地
域
の

輪
」
を
テ
ー
マ
に
、「
第
十
一
回
ま
っ

せ
ま
つ
り
」
＆
「
銀
の
馬
車
道
交
流

館
ま
つ
り
」
を
神
河
町
中
村
・
粟
賀

町
の
旧
街
道
で
開
催
し
た
。

　
独
自
性
の
あ
る
地
域
資
源
を
活
か

し
た
事
業
を
展
開
し
て
い
る
「
銀
の

馬
車
道
交
流
館
」
へ
の
来
館
数
は
、

昨
年
と
比
べ
大
幅
に
増
加
。
又
、
映

画
「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」
ロ
ケ
地
写

真
展
示
な
ど
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト

の
Ｐ
Ｒ
も
行
わ
れ
た
。
こ
の
ま
つ
り

は
、
幅
広
い
観
光
・
広
域
交
流
事
業

と
な
っ
て
地
域
経
済
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
が
図
ら
れ
、
盛
況
の

内
に
無
事
終
了
と
な
っ
た
。

　
十
二
月
四
日
（
土
）
に
は
「
第
十

六
回
わ
っ
く
わ
く
ぶ
ら
り
市
」
の
ナ

イ
ト
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
予

定
。

▲円心モロどんロゴマーク

▲栗もちの配布に人々は大喜び

▲チャレンジショップ「ゆむら屋」

▲あいさつをのべる堀口会長

「
円
心
モ
ロ
ど
ん
」

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

～
上
郡
町
商
工
会
～
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豊
岡
市
・
城
崎
温
泉
で
は
、
宿
泊

す
る
人
々
に
対
し
て
渡
し
て
い
た
外

湯
券
を
シ
ス
テ
ム
化
し
、「
ゆ
か
た

ク
レ
ジ
ッ
ト
」
と
し
て
導
入
実
験
を

行
っ
て
い
る
。

　
本
事
業
は
、
地
域
全
体
の
活
動
と

し
て
、
豊
岡
市
商
工
会
（
岩
見
勲
会

長
）
城
崎
支
所
、
観
光
協
会
、
各
同

業
種
組
合
ら
が
設
立
し
た
「
城
崎
こ

の
さ
き
百
年
会
議
」
を
母
体
と
し
、

今
後
進
め
ら
れ
て
い
く
。
城
崎
支
所

と
し
て
は
「
ゆ
か
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
中
心
と
し
、
支
援

す
る
予
定
。

　
城
崎
温
泉
で
は
、
も
と
も
と
ゆ
か

た
の
柄
に
よ
り
、
温
泉
街
で
の
支
払

い
を
旅
館
で
精
算
で
き
る
仕
組
み
を

持
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
、
Ｉ
Ｔ
技
術

を
駆
使
し
て
現
代
版
に
転
用
し
た
も

の
が
﹃
ゆ
か
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
﹄
で
あ

る
。

　
全
国
で
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
あ

り
、
城
崎
温
泉
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ス

テ
ム
と
し
て
構
築
す
る
た
め
、（
独
）

産
業
技
術
総
合
研
究
所
や
経
済
産
業

省
の
協
力
を
得
て
完
成
を
目
指
し
て

い
る
。
こ
の
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
実

現
化
す
る
こ
と
で
、﹃
電
子
マ
ネ
ー

に
よ
る
お
買
物
﹄﹃
外
湯
入
浴
券
の

電
子
化
﹄﹃
観
光
デ
ー
タ
の
収
集
﹄﹃
既

存
の
割
引
券
や
ク
ー
ポ
ン
券
等
の
電

子
化
並
び
に
一
元
化
﹄﹃
外
国
語
の

音
声
案
内
ガ
イ
ダ
ン
ス
﹄
等
幅
広
く

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
城
崎
温
泉

の
観
光
振
興
に
大
い
に
貢
献
で
き
る

と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
講
習
と

ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
体
験
講
習

～
市
川
町
商
工
会
～

　
八
月
二
十
一
日
、
市
川
町
商
工
会

（
中
川
俊
昭
会
長
）
は
、
中
播
磨
地

区
商
工
会
女
性
部
連
絡
協
議
会
（
安

積
圭
美
会
長
）
と
共
催
で
、
Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｆ
Ｔ
講
習
と
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
体
験

講
習
を
行
っ
た
。

　
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
講
習
で
は
、
簡
易

Ｈ
Ｐ
作
成
ツ
ー
ル
﹃
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
﹄

を
使
っ
た
Ｈ
Ｐ
作
成
の
準
備
段
階
と

し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
中
心
と

し
た
基
本
知
識
パ
ソ
コ
ン
基
本
講
習

を
市
川
町
商
工
会
館
で
行
っ
た
。

　
そ
の
後
、
場
所
を
地
元
ゴ
ル
フ
場

フ
ォ
レ
ス
ト
市
川
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に

移
し
、﹃
国
産
ア
イ
ア
ン
発
祥
の
地
﹄

を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
一
環
と
し
て
同

商
工
会
が
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
る

ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
の
体
験
講
習
を
行

い
、
約
四
十
名
の
参
加
者
で
に
ぎ

わ
っ
た
。

　
猪
名
川
町
商
工
会
（
安
井
一
弘
会

長
）
は
、
本
年
度
「
し
か
肉
は
る
さ

め
」
を
開
発
し
た
。
こ
れ
は
町
内
に

お
い
て
、
害
獣
駆
除
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
野
生
鹿
を
、
地
域
に
愛
さ
れ

る
特
産
品
づ
く
り
に
有
効
利
用
し
た

も
の
。

　
本
品
は
、
淡
白
な
鹿
肉
に
地
場
野

菜
と
ヘ
ル
シ
ー
な
春
雨
を
加
え
、
風

味
ゆ
た
か
な
合
わ
せ
味
噌
で
、
も
み

じ
鍋
風
に
仕
立
て
た
逸
品
。
普
段
食

べ
る
機
会
が
少
な
い
鹿
肉
を
カ
ッ
プ

麺
感
覚
で
手
軽
に
味
わ
え
る
特
産
品

と
し
て
、
こ
の
秋
か
ら
販
売
を
開
始

し
た
。

　「
し
し
肉
は
る
さ
め
」「
あ
い
鴨
は

る
さ
め
」
と
と
も
に
、
猪
名
川
町
の

お
土
産
と
し
て
好
評
を
得
て
お
り
、

猪
鹿
鳥
（
い
の
し
か
ち
ょ
う
）
三
点

セ
ッ
ト
と
し
て
も
話
題
を
呼
ん
で
い

る
。

　
商
工
会
で
は
、
地
域
振
興
、
地
域

貢
献
へ
の
一
躍
を
担
え
る
よ
う
、
今

後
も
研
究
・
開
発
を
行
っ
て
い
く
と

し
て
い
る
。

▲導入実験が行われている「ゆかたクレジット」

▲スナッグゴルフで心身をリフレッシュ

▲お土産が好評！
▲訪れた人々と今後の取組みが期待される。

外
湯
め
ぐ
り
は

「
ゆ
か
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
で

～
豊
岡
市
商
工
会
城
崎
支
所
～

猪
名
川
町
土
産
「
猪
鹿
鳥
」

三
点
セ
ッ
ト
は
る
さ
め
誕
生

～
猪
名
川
町
商
工
会
～

　
九
月
二
十
一
日
、
朝
来
市
商

工
会
（
古
屋
耕
三
会
長
）
に
、

「
中
小
企
業
の
た
め
の
金
融
・

技
術
支
援
」
の
研
修
で
、
世
界

八
ヵ
国
か
ら
政
府
職
員
や
金
融

関
係
者
な
ど
十
名
が
訪
れ
た
。

　
こ
の
研
修
は
、
㈶
太
平
洋
人

材
交
流
セ
ン
タ
ー（
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
）

に
よ
る
も
の
。

　
研
修
で
は
、
ま
ず
商
工
会
の

活
動
や
役
割
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。

　
続
い
て
、
道
の
駅
﹃
但
馬
の

ま
ほ
ろ
ば
﹄
と
、
建
設
業
か
ら

菓
子
製
造
販
売
に
異
業
種
転
換

し
た
﹃
㈱
佳
長
﹄
を
視
察
。
最

後
に
立
雲
峡
か
ら
竹
田
城
跡
を

の
ぞ
む
観
光
視
察
も
行
わ
れ
、

参
加
者
か
ら
視
察
先
の
素
晴
ら

し
さ
と
、
も
て
な
し
の
気
持
ち

に
対
す
る
感
謝
が
述
べ
ら
れ

た
。

　
今
後
は
、
商
工
会
が
中
心
と

な
り
、
行
政
や
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
向
け
た
企
業
連
携
な
ど

の
取
組
み
が
期
待
さ
れ
る
。

中小企業振興のための金融・技術支援研修生の受入れ
～朝来市商工会～
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